
OPECプラスの減産縮小計画で一時急落
NY原油先物相場は、1バレル=72.48ドルまで急落して2月6日以来の安値を更新した後、75ドル台まで

切り返す荒れた展開になった。6月2日に石油輸出国機構（OPEC）プラス会合が開催され、2025年ま

での協調減産と自主減産計画の詳細が公表された。マーケットでは減産体制が維持されることよりも、

今後の減産規模縮小計画が早くも示されたことが注目され、週明け直後から急落した。しかし、当面の

需給環境に大きな変化は生じないことに加えて、ロシアとサウジアラビアが原油安が続いた場合の政策

調整の可能性を示唆すると、押し目買いで急反発した。

OPECプラスは、7～9月期は6月の自主減産規模を維持するも、10月から来年9月に向けて段階的に減

産規模を縮小していく方針を示した。また、OPECプラスの協調減産体制は2025年まで延長することが

決まったが、来年の生産枠を日量54.2万バレル引き上げることが発表された。需要環境に大きな不確実

性がある状況で、詳細な減産縮小計画を発表したことに対して危機感が高まった。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（5月31日時点）は、原油が前週123万バレル増、ガソ

リンが210万バレル増、石油精製品が320万バレル増となった。
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【現状確認】
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下げ一服で下値固めるも修正高まで、在庫統計に注目
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【展望】

OPECプラス会合を受けて急落したが、70～75ドルのレンジ

は下げ過ぎ感が強い。OPECプラスの7～9月期の減産規模に

変化は見られず、今後の需要動向次第では減産縮小計画の一

時停止や撤回の可能性も想定されている。ドライブシーズン

で季節的に需要も強含みやすく、75ドル水準での値固めが打

診されよう。ただし、改めて上昇トレンドを形成するのであ

れば、在庫の取り崩しといった需給の引き締まりを明確に示

すような動きが求められよう。

OPECプラス会合の評価については、マーケットの評価も割

れている。米金融大手ゴールドマン・サックスは需給管理が

失敗するリスクから弱気評価を下している一方、JPモルガン

は夏季の在庫取り崩しで原油価格が底固く推移するとの見通

しは変わらないとしている。OPECプラスの減産縮小計画が

妥当か否かは今後の需要環境に依存するため、引き続き一方

的な相場展開には発展しづらい。在庫統計に大きな変化がみ

られるのかが重視される地合が続くが、最近の原油・石油製

品在庫の水準に大きな変化は認められない。

6月11日にOPEC、12日に国際エネルギー機関（IEA）の月報

が発表される。需要見通しに大きな修正が行われると、原油

相場が強く反応する可能性がある。特に現在の地合だと、需

要見通しの下方修正には脆弱な環境にあることに注意が求め

られる。

6月11～12日には米連邦公開市場委員会（FOMC）が開催さ

れる。今後の米金融政策について明確なガイダンスなどが示

される可能性は低いが、ドルや株価が荒れる可能性には注意

が必要。12日には6月米消費者物価指数も発表されるが、こ

れも米金利やドルの動向に大きな影響を及ぼし得る。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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